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論文及び審査結果の要旨 

本論文は、カーナビなどに広く応用されつつある GPS に代表される衛星利用による地球

規模の測位システム GNSS (global navigation satellite system)の応用をより広く広めるた

めに必要な安価な受信系として、既存の複数周波数利用による電離圏補正法に代わり、単一

周波数利用による 2 種類の電離圏補正法を考案し、考案とその性能解析に関する研究を英

語でまとめたものである。 

本論文では、既存の複数周波数利用による電離圏遅延の補正法の利欠点について説明し、

特に安価な実現手段を主目的として、まず、単一周波数利用による電離圏遅延の推定法を考

案し、実際の様々な場所、天候、時間に応じて、従来の 2 周波数受信システムとの性能比較

を行い、回路規模などを含めた実現性を評価している。次に単一周波数で単一 GNSS 利用

による電離圏遅延の補正法を考案し、衛星相対位置、受信機位置、電離圏伝搬環境などに応

じた補正精度および、測位誤差を理論検討すると共に、実験実証により評価を行っている。
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最後に、単一周波数受信システムの性能の向上のために、GPS、北斗、GLONASS などの

複数の異なる GNSS を利用した電離圏遅延補正法を考案し、組み合わせる異なる GNSS や

衛星数、衛星位置関係などに応じた性能解析と、実験実証により、実用性、経済性を考慮し

た最適 GNSS 受信システムを明示している。 

以上のように、本研究は、航空機、列車、自動車、人の測位、経路誘導などに、全世界規

模で活用できる GNSS システムの経済的な実現と、運営国や地域が異なる各種の GNSS の

共通技術と個別技術を効率的に融合し、家電、交通、物流などのすでに社会に広く応用され

ている GNSS の高精度化、高信頼化、経済的実現に貢献し、学術的にも産業的にも高く評

価される成果を上げ、これに続く今後の研究開発が期待される。これらの一連の研究成果は、

学会論文誌、国際会議などに既に発表され評価を得ており、本論文は博士（学術）の学位論

文として十分な価値を有するものと認められる。 


